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【背景】 

エックス線撮影において散乱線は画像コントラスト低

下の原因となる。それらをカットするために原則、グリ

ッドを用いるが、一部の撮影においてはグリッド干渉

などの懸念から当院ではバーチャルグリッド(以下

VG)を使用している。ただし散乱線が多い(体厚が厚

い)部分に関しては、VGで撮影した画像が実グリッド

に近い画像にならない場合もある。そのため、当院に

おいては特に整形系では原則実グリッド(以下RG)を

使用している。 

その他の注意点としてグリッドを使わないため、RGと

同線量を使うと過線量になる場合がある。しかし、反

対に線量を下げると骨信号や鮮鋭度の低下、ノイズ

の増加の原因となる。 

また、VGは撮影部位を考慮した散乱線推定を行うた

め人体以外の撮影を行った場合は、画像が正しく表

示されない場合がある。そのため、物理評価には物

理評価専用プロトコルが必要である。 

以上のことから、体厚に関係するVGの実験を行うた

めには原則、厚さを変えられる人体ファントムが必要

であるといえる。 

 

【目的】 

そこで体厚が厚いため、散乱線が多くなる腰椎側面

のVG撮影において、体厚と画質に関する基礎検討

を2つの実験において行った。 

【方法】 

検討項目1: 視覚評価 

図1. 検討項目1の配置図 

 

腰椎側面ファントム(以下LP)を様々なmAs値でVG撮

影した。この際の、フラットパネル(以下FPD)到達線

量とexposure index (以下EI)について求めた。また、

視覚評価(対象: 放射線技師14人。方法: 正規化順

位法)で最適な画像に必要な線量とそのときのEIであ

るEI-best, 最低限必要であると評価された線量とそ

のときのEIであるEI-miniを決定した。 

 

検討項目2: ファントム厚とEIの関係 

図2. 検討項目2の配置図 

 

LPを水等価ファントム(以下SWP)に置き換え、SWPの

厚さと線量を変えながら撮影しFPD到達線量とEI値を

求めた。 

以上の内容でEI-best, EI-miniと同じEI値となる画像

をSWPで得るために必要な線量が算出した。これに

よりEI値という共通項を使うことで、人体ファントムを使

用せず、体厚ごとに必要な線量を求めた。 

 

【結果・考察】 

検討項目1: 視覚評価 

図3. LPの線量に対するFPD到達線量・EIの変化 

表1. LPの視覚評価の結果 

 

結果を図3に示す。mAs値・FPD到達線量はいずれ

のmAs値とも直線的な関係になった。また、表1の結



果よりLPを用いた腰椎側面画像として28 mAsの画像

が最適であり、最低でも10 mAsは必要であることが示

された。これよりEI-bestは2795, EI-minは985であっ

た。 

 

検討項目2: ファントム厚とEIの関係 

図4. 各SWP厚に対するmAsを変化させたときのFPD

到達線量・EI値 

 

結果を図4に示す。SWPでもFPD到達線量とmAs値は

いずれのSWP厚においても直線的な関係になること

が分かった。また、SWP厚が厚くなるにつれ、mAs値

を大きくした場合、FPD到達線量の変化量が小さくな

ることが分かった。EI値についても同様の関係になる

ことが分かった。SWP厚20 cm, 58 mAsでのEI値が低

くなっていた。これは、過度なX線がSWPを透過した

ため、SWP透過線量の一部を処理ソフト側が直接線

であると誤認識したためではないかと考える。 

表2. 各SWP厚でEI-best, EI-miniを得るために必要

なmAs値 

 

得られた結果から近似式を用いて各SWP厚で

EI-best, EI-miniを得るために必要なmAs値を求めた。

結果を表2に示す。表より、日本人の胴体横幅平均

である24~29 cmよりも大きいSWP厚(32 cm)の適切画

像に必要な線量は93 mAsであることがわかる。本実

験で用いたのはSWPであり、実際の腰椎側面では骨

盤があることを考慮すると、これ以上の線量が必要に

なると考えられる。このことからmAs値の変更だけで

VGの力を発揮するには難しく、撮影条件やVG本体

の設定などの調節する必要があると考えられる。 

【結語】 

VGを用いて散乱線が多くなる部位の撮影について

検討した。体格によるが、腰椎側面撮影などはmAs

値の変更だけでは対応が難しく、管電圧等も含めて

検討が必要であることが示された。実際にVG処理を

行う場合は撮影条件や被写体厚に対する依存度が

高く、特性を理解したうえで使用するべきだと考える。 
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